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静岡県における高齢者の衣生活意識について

静岡大教育　○大村知子

大妻女大人間生科研　近藤四郎

　目的　わが国では高齢化社会を迎え，｡高齢者の生活にかかわる諸問題が検討されており衣生活についても高齢者の実態をとらえる研究が，近年，各分野で進められている。本研

究では，年間を通じて温暖な気候条件下にある静岡県に在住する高齢者の，衣生活や被服

に対する意識の実態を調査し，急速に高齢化する社会において心身ともに快適な衣生活を

営むための基礎資料を得ることを目的とし考察を試みた。

　方法　静岡県内に在住する60～8s歳の男女（外出が可能で，日常生活においてほとんど

他の介助を必要としない者）350名を対象に，アンケート形式による調査を1987年　9月に

実施した。調査内容は被服への関心・管理などに関する項目，購買行動・調達に関する項

目，被服や衣生活についての情報の受容に･関する項目ならびに家庭を主とした生活環境や

生活歴など基本属性項目である。調査用紙は留め置きとし，一部の調査項目については家

族との面接によった。今回は主にクロス集計により分析し，高齢者の被服についての意識

や行動の関連性について検討した。

　結果　衣生活に関する意識は一般に男性より女性のほうが高かった。関心は性差が大き

く，快適性に関しては性差がほとんどない。被服による注目や承認などの対人関係の意識

は男女とも低い傾向を示した。経済的要因より学歴の違いによる意識の差が顕著であった。

購買行動は男女とも年齢が高いほど消極的である。調達方法は80％以上が既製服を利用し
体重の多い者および女性ではややその割合が減少する。被服の形見分けの習慣については

譲り受けた経験の無い者は否定的，有る者は肯定的で自分も形見分けしたいと考えていた。


